CORONA 



UH-FGX70K4 



このたびは、コ□ナ 5 巧ストーブ （ UH 型）を 
お買いあげいたださ、まことにありが'とラござ 
いました。 

正しくお使いいただくために、この取扱説日月書 
をよくお読みください。 

なお、お読みになつた後ちお使いになるちがし、 
つでち見られる所に「保証書」- (■ 工事説明書 J 
となに大切に保管しでください。 


凸特に注意しでいただきたいこと 

(まをのために必ずお巧りください )-1 〜3 

旦使巧する場所-3 

回を部の名称-4〜6 

凸使巧前の準備-7〜9 

0使巧方ま（使いち）-9〜1已 

回巧ま装置-16 

百その他の装置-17 

回日常の点検*ま入れ-18〜20 

回定期点検-20 

EE が障•異常の見分けちと処置方を…21〜の 

圧！ 部品交換のしかた-23 

旧 保管（長期間使巧しない場含）-23 

曲仕様-24〜25 

巧] アフター サー ビス- —25 

旧 据え巧け-26〜30 


給が気筒を必す 
点検しでください 


醒圍醒 


ガソリン使用禁止 
使用燃料：灯油 










































特に注意していただまたいことほをのために靜お守りください) 


この取扱説明書および製品への表示では、製品をまをに正しくお使いいたださ、あなたや他の人々への危害や財産への 
損害をホがに防止するために、いろいろな絵表示をしでいまず。その表示と意味は巧のよラになっています。内容をよ 
く理解しでから本文をお読みください。 

’ A この表示を無視しで、誤った取扱いをすると、人び死じ、重傷を負ラ危険、または火災の危 

#艮 P 巧険び差し迫っでまじることが想定される内容を示しでいまず。 

この表示を無視しで、誤った取扱いをすると、人力《死こ、重傷を負ラ可能性、または火災の 
1—— I 巧能性が想定される巧容を示しでいます。 

= r この表示を無視しで、誤った取扱いをすると、人が傷害を負ラ可能性や物的損害の発をび想 
：/ • \ クェ 定される巧容を示しでいます。 


給表示の例 


A 

處 


逆 JS 号は'注意を促す巧容びあることを告げるちのでず。 

図の中に具体のなを意の容(左図の場含は一般的なミ主意)が描かれでいます。 

® 記号は禁止の行為であることを告げるちのです。 

図の中や巧傍に具体的な禁止巧容(左図の場含はガソリン禁止)か’描かれでいます。 
〇記号は行為を指示するの容を告げるちのです。 

図の中じ具体的な指示内容(を图の揚合は電源プラグをコン t ントから抜いでくだ 
さい)が描かれでいます。 



告 ( WARNING ) 


ガソリン厳禁 

ガソリンなど揮発性の高い油は、絶规こ使巧 
しないでください。 

乂災の原因じなります。 


(§) 


給排気筒借、ホ-ス ） mm 

給が気筒（管、ホース）びがれ 
たまま使巧しないでください。 
がれでいると運輯中[こがガス 
び室内にちれで、危険です。 


の 


給排気筒トツプ閱そく危険 ■了曲一一— /CN 

給排気筒トツブの周りが雪でふさが， をの y 铺 I xJ 
れたままで觸しないでください。问。•、ク 
ふさがれでいるときは、除雪しで 。 

ください。閉そくしでいると運転 
中にがガスが室のじちれで、 C ) 

危険です。 


温風吹出口をふさがない 

細、紙などで温 HIM 日ク 

空気取入□をふさがないでく i ~ j 

ださい。 I IU 

巧類、紙などでふさぐと、火 .TT , 
災の原因【こなります。 


低谭やけどにま意 

. 長時齒巧席の同じ場所に触れな し、でください。 

温度でち低温やけどを脱水症：!をの原因となります 


巧類の乾燥厳禁 

巧類などの乾燥には使巧しな 
いでくださし、。 

巧類が落下しで乂びつを、火 
災の原因になります。 


スプレー笛 厳禁 

スプレー生や力 t ットこんろ 
巧ボンベなどを、温風のあたる 
ところに放置しないでください。 
熱で巧の圧力が上びり、 ミ! 

爆発しで危険です。 ' 




巧 


麵 


齡 A 



を意 (CAUTION) 


九ーテン 、可燃物近接禁止 

カーテンや燃えやすいをのを 
おブけないでください。 

乂がび発生するおそれびありグ、 
ます。巧燃物とめ離隔距離に 
ついでは標準据え付け図例 121/ 

(26 ページ)を参照しでください 。I 


:纖& 


給油時消乂 

給油は、必す消义しでからお 
こなつでください。 

乂がのおそれびあります。 ( 




滲 











シスターンの水 fiE にを意 

循積かは、上限か位]^上入れないよラ 
を意しでください。 

あふれる場合びあります。 



循環お漏水.穩）の保割〔ま意 

幼巧のまの届かない巧に保管 
しで < ださい。 

巧一、飲んだ場合【こは化かせ 
で、医師の診脚を受けでください。 


カーぺットのはがれに注意 

力一ぺットびすれたりめくれた づ 

まま使巧しないでください。 J 

床パネルに直接触れるとやけど 
のおそれびあります。 


A 


初めてお使いになるとをのま意 

ネリめでお使いになると苦は、耐熱窒料などび焼さ 
付くまで煙と臭いび出まず。しばらくの間、窓を 
あけで部屋の換気をおこなつでください。 

また、ル鳥やル動物などじ影響する揚含か‘考えら 
れますので、この間は部屋に入れないでください。 


〇 


電源の接続 

電源は適正配線された単ホ目1 00 V のコンじント 
外は使用しないでください。発熱■発义の原因に 
なります。電源コードは、途中で接続したり、延 
長コードの使用-他の電気器具とのタコ足配線を 
しないでください。発熱•発火の原因になります。 


0 


な油の保管 

な油は、乂気、雨か、ごみ、高温および直射曰光 
をさけた揚巧に保管しでください。 

ガソ U ンなどといつしよじ保管しないでください。 
誤つで使巧すると異常燃焼や火がのおそれがあります。 


〇 


フイルタをはずしての運転禁止 

巧流巧送風機のフイルタをはすしたが態で選睹し、 
まずと、カーテンなどを巻きこんで火がになるお 
それびあります。 

また寺などふれるとけびをするおそれびあります。 


変震な油禁止 

変質な油、不純灯油（巧れたなミ由、がの混じつ 
でいる1 灯油など）を使巧しないでください。 
異常燃焼のおそれびありまず。 


0 


指や棒を入れないで 

温風吹出□や空気取入れ□など【こ指や異物を 
入れないでください。 

クガや乂災の原因になります。 


0 


電源プラグのお手入れをずる 

とさどさは電源プラグを抜ぎ、抒こりおよび金属 
物を除ましでください。 

ほこりがたまると湿気などで絶縁不良になり火災 
の原因になります。 


〇 


長期間使用しないとさは電源プラグをおく 


長期間使巧しないとき又は保管するときは、必す 
電源プラグをコンたントから抜いでください。 
火がや予想しない事故の原因になります。 




電源プラグは確実に差しこむ 

電源プラグはコンじントに根元まで礎実に差し 
こんでください。また、傷んだプラグやゆるんだ 
コンじントは使巧しないでください。 

乂災の原因じなります。 

めれたまでの抜き善しはしないでください。 
感電の原因になります。 


電源コードを傷めない Q 

電源コードに無理な力を加えた 
り、物をのせたりしないでくだ 
さし、。また、電源プラグをおく / TiM ® 

とぎは、コードを持って引苦 

抜かないでください。火災や感電の原因じなります。 


0 


改造使用の禁止 

改造しで使用しないでください。また、ストーブ 
や給排気筒には床暖房巧の熱交換器などをおり巧 
けないでください。 

乂災や排ガスが室内にちれる原因となり危険です。 


0 


腰をかけたり、物をのせないで . iT-V 

機器の上にのったり、腰をかけたりしないで ( x 1 

ください。機器の故障ややけどのおそれか’あります。、 
機器の上(こ巧びんや?火を入れたものなどを置かない 
でください。かびかかると漏電や故障のおそれびあります。 


温風に直接あた6ない 

温風に直接長時間あたらない 
でくだホ f 、 

ほ温やけどや脱か症がになる 
おそれびあります。 


高温部接触禁止 ^ 

燃焼中や消火直後は、高温部 
(ストーブ前面のグリルの周辺 じ 

や粹上部前面など）給排気筒 
トツプにまなどふれないで ^ 
ください。やけどのおそれびあります 


、 ^ が 




分解修理の禁止 

S が章•破損したら、使巧しな 
いでください。 

不完をな修理は、危険です。 


異常時使用禁止 

万一異常を感じたとさは、使 
巧しないでください。 

寶常燃焼のおそれびあります。 


么注意 (CAUTION) 














么注意 ( CAUTION ) 

給排気筒付おの可燃物近接禁止 

給が気茵トツプのおくに、な巧や巧燃物など 
引乂のおそれのあるちのを置ろ、ないでください。 

乂がのおそれびあります。 

心 

: .1 

1 

舞)^ 

^ Bi 

0 


お願い （NOTICE) 

機器を廃棄ずるときのま 意 

ス1-ーブを廃棄処分するとさは、定ミ由面器のな;'由を 
抜き取つでください。 （19 ページ） 

な油を入ったまま廃棄ずるとリサイクルの際に 
思わめ事故じなるおそれがあります。 

幻■油の廃棄 

な;'曲の廃棄処分は、灯油をお買い巧めになった 
販売店にごす目談ください。 


國使用する場所 

ストーブを安全に使巧するためには、場所の選定か*大のでず。 

安全に使用するために 



♦マントルピースなどに据え巧ける場合は、標準据え付け例にしたびってく 
ださい。（廣^ 26ぺージ） 



•標高カタ1500 m な上の場所では使用しないでください。高地で使巧される 
場含は調藝が喊雲です。 

(空気の濃度か’薄いため、燃焼に必要な空気か’不足します。詳しくは、エ 
事説明書 Miyg 夕 gg お 3 震辯 3 ち M 巧 おの 腸 a をご覧くだみい。 ) 



♦温室、飼育室、乾燥室などでは絶が使巧しないでください。 
♦温室、飼育室など、動植物の育成栽培(こ使巧しないでください。 


効果的に使用ずるために 


窓の下や壁面に設置 

•外気に接ずる窓の下や 
壁面に置くと、ち気が 
ス I ブで暖められ、 

温風としで巧流します 
ので効果的です。 



温風の循環を巧げないで 

• I ごを葛 I 温風吹出□の前面に障害物を置 
かないでくださし、。 

障害物びあると、部屋の温度じむらびで 
きるばかりでなく、本体の温度び上昇し 
で危険でず。 


•温風吹化□側の空間を広くとれる場所を還んでください。 



I ストーブ前面からはふく射熱びでますので、巧暖パネルとの距離を者慮しでください。 
I 温水配管の長さびできるだけ短くなるよラな位置にストーブを設置しでください。 














圓各部の名称 

外観図 


■LICT 

温風の出 □ 

前面ガード 
ガラス円筒(内部) 
平面ガラス 
前板 
置台 




^mim 



フィルタ(空気取入 □) 
給気ホース 
燃焼巧送風機(内部） 
ゴム管口 

電源コード 


排気简巧け検知巧 
リード線 
ルームサーモ 


構造図 


循環ポンプ(巧部) 


操が部 

(ウイングポケット) 
表示部 


定油面器リじットボタン 


とつで 

本体固定盡具 

アクチ ユエータ (内部） 
(リニアダンパ） 

給排気茵 

熱なサーモ(内部） 

•熱交保護サーモ(巧部） 

給化□(巧部） 

か位計 

エアー 抜きバルブ 

温化おり □ 

( A . B 回路） 

温水往皇 □ 

( A ’ B 回路） 


過熱防止サーモスタツト(ろ) 
過熱防止サーモスタツト(左) 
巧流巧送風機(内部） 

熱交換器(巧部） 

放熱器 
反射ネ反 


スクルトン 



燃焼リング(内部) 
シスターンタンク 
フレーム□ッド 
静圧ホース 
ポツトバーナ 
気化筒(内部） 

サーモスタット 


機巧サ ー5 スタ 
表示サ ー S スタ(巧部） 
[/プリント配線ネ反 
点乂プラグ 
イグナイタ(巧部） 

電磁ポンプ 
スピーカ 
定油面器 

巧麗白動消乂装置(内部） 
送油管 












表示部の名称と働き 


※イラストは説明のためを部表おしたが態にしてあります。 


I 「音声お知らせ」の内容 

参通常の運転操作（「点乂」 • 「消乂」•「タイマーたツト」）をおこなラとさ、でさと同時に音声 
("点乂します"•"消火しまず"•"タイマーかジトしました")で操作が態をお知らせします。 


運琼スイッチ 


巧ず （■ 化運歷(点乂）します。（ビツ音） 

をう一度巧す（里化消火します。（ブプツ音） 


点义表巧(巧） 


運乾スイツチを押しで 「 AJ ( ■) にしたとさ 
またはじーブ消火後に再お义ずる隙に点なし、 
運輯(点义）しまず。 

着义確認を消なします。 


1-1 

燃焼表巧(巧) 

1 


■着义確願を、点なしまず。 

-現を燃焼中の义力の大きさを 
表示しまず。 


設定室溫ま巧(青) 


室温お定ボタンで設定した室温をデジタル 
表示しまず。 

ストーブにトラブルが猪ちするとトラブル 
のが態力觸号表示谊己診断モニタ)されまず。 


タイマーま巧(青) 

タイ7—運捉まあランプ(ホ） 


タイマー運輯单は扁灯します。 

タイ7-運輯惇止中は消巧します。 


現巧巧混まお(巧) 


床暖房運乾時にな丹します。 
温水出□温度を表示します。 


設定巧温ま巧(青） 


巧暖房運お時に巧灯します。 

床温調節ボタンで設唐した巧温を表示しまず。 
をから3個目のランプが点灯した時は適温 
設定にな0ます。 




ちブ消义遣 i 
消义レまず: 
這設纖癌& 

巧で 

表示時刻だ写 
狸捉しまず: 

午新，午を 

[ 細台 

ん..お.柏をだ 
ない i ：' •巧む;.；■••み 

' ホ 

:; 規巧床温： 


設定巧 

:卜•おちを碑':戸姆お 

座魅麵12趨1 


:..をぐかけ *. *1 ....... 

麵 


たーブ消义ま巧(青) 


它ーブ運捉中に室温び設定温度より約3で上昇 
すると点灯しお乂します。 

室混び設定温度じまで下びると消なし、点义動 
巧を始めます。 


消义ま巧(青) 


運捉スイツチをがしで「の J (里 ） にすると点 
好し消义します。 

燃焼室びち却ずると消なしまず。 



時刻まお(青) 


通常は現在時刻を表示します。 

タイマー運極時はタイマーセツト時刻 
を表示しまず。 


時計動がコ□ンく青） 


現な時刻を表巧しているとさは 
な減しでいます。 

タイマーじット時刻を表示しで 
いるときは消灯します。 



待機時省電力表示ランプ(緑) 


皆型カスイツチを r 省鸾カモード J 
にしたとき、点なしまず。 

運處停止時に消賀單力が節約さ 
れでいることを表示しまず。 


じーブ運提ま示ランプ(綜) 


t - ブ運転かは点なし、解除すると消灯 
します。 

室温設をを1〇で （ F 点設定）にすると自 
動のじじーブ運転になり点灯します。 


■表示部の明るさ調節 

•時計調節スイツチを「通帯」に含わせで「時」ボタンを巧しながら「分」ボタンを押ず 
ことにより、表示部の明るさを2段階に調節することび出巧まず。 


















































■ 「音靑お知らせ」の内容 

•ウイングボケットを軽く巧しこむと、ゆっくり 
出でさます。操作後軽く巧しちどすと□ックし 
で止まります。 


■操作音についで 

♦操作ボタンを巧すとブザー音びします。 
•誤操作をするとピピッ音びします。 



省電力 
モ 


• 「ストーブ床暖房」運輯と r ストーブ尝独 j 運輯 
をのりかえます。 




温水出 □ 湿度を約30〜70での範囲に設定します。 

- 「做 … 1回 } 甲ずたびじ設定温度を下げるヴッ宜） 
- 「高」 … 1回巧すたびに設定温度を上げる ( ピッ音） 



I タイマー運お • 

運輯スイツチを r 入」（ピツ富）にし、タイマー它 
ツトボタンを巧す（ピツ富）ことによりタイマ 
— 表示び点灯、時刻表 / 示にタイマ ー t ツト時刻 
び継続しで表示されタイマー運乾が閲始され 

キす 

( タイマー表示び庶なしなければタイ7-運捉 
は閒始されません。） 

t ツト時刻になるとタイマー表 / ちがミ肖灯し、現 
巧時刻び表示されで自動のに運歷び開始され 
ます 

タイマー運輯の辭除 

タイマー運慰中じちラー度タイマー t ットポ 
タンを巧す ( ブプツ音 ) とタイマー運鼠び照除 I 
されます。 


I 「音声お知らせ」の消音方法 

•時計調節スイツチを「通常」に含わせで「時」ボタンを巧しなびら 「 t - ブ運輯」 
ボタンを巧すことにより、「音声お知らせ」を消音することが出来ます。 


- r 省猩カモード J … 普坚力表示ランプ ( 緑 ) 力、’点 
灯し、運疲惇止時に表示部を消灯しで消貿單力 
を 1 W に節約できまず。 

表巧部が消な中にいすれかのボタン操作で1か 
間の再表示をしまず。 

’ 「適萬モード」 … 表示部は帯腺点なしでいます。 


夕巧 


‘ 時刻の r 巧 j をさねせると苦に巧います。 

時計調節スイッチの拉置により1◎の押しの進 
みちが異なります。 

• r 時計させ J … 1かすつ変わります。 

‘ 「タイマーさせ」 … 5分すつ変わります。 


’ 時刻の r 時」を合わせるとさに使います。 




- 「時計含せ j ••• 現な時刻をさわせるとぎに「時計 
含せ J 位置にしまず。 

* f タイマー合せ J ••• タイマ ー t ット時刻をさわ 
せるとき r タイマー含せ J 位置にしまず。 

• 「通常 J ••• 現を時刻やタイマー t ット時刻をを 
わせたら、通常使用中は r 通常"こ啦ずをどしで 
ください。 


が初 


• 1回巧すとたーブ運輯を閱おします。室温が設 : 
定温度より一定温度上昇すると消火し、一定温 
度低下すると自動のに点火動作に入0ます。 

• 哲度押すと、じーブ運転は辭除されます。 


給 


局め 


’ 义力調節つまみを「微か j から「大 j の間で動か 
し乂力をリニアに串動調節します。 

• 乂力調節つまみを「有動"こ合わせるとルーム 
サーモによるき動運お(呈温設定ポタンで室温 
を設定 ) びでぎます。 


• 乂力調節つまみを「き動"こするとルームサ ー 
モによる室温設定に9〜15で、1日で （ F 点設定)〕 
びスきます 

• r 高め J … 設定温度を1ですつ上昇 ( ピッ富） 

• r ほめ J … 設定湿度を rc すつ想下 ( ブツ音） 


室温設定 


ウイングポケツト內操作部の名称と働き 



床温調節 



















































巧用前の準備 


燃料は必すな油 （ J 旧1暑口油）を使巧しでください。 

• 松-醫留 ガソリンなど揮発性の高い油は、义災の原因になりますので絶巧に使巧しないでください。 
参 lAj ま意! 変質口;巧、巧れたな油、水の混じつでいるな;巧などは、絶巧に使巧しないでください。 
• 险ま讀 巧油は、必ず乂気•雨水•ごみ.高温および直射曰光をさけた場所に保管しでください。 






^変費灯油•不純な油とは • 


巧シーズンよ長期間曰光に容器のふたび化.ごみや0 
り持ち越しのあたる所や温開けてあったり、油なパの迸び 
なミ由 度の高い巧に乳白色のポリほんのわすか 

保管したな巧容器で巧管しでち混入した 


0巧は 

I ガソリンは 

めれたまま 

すぐ乾く I 


0 0 

興 


た0油 


0 jS) 



•極度に変質したを 
のは、黄色味びか 
ったり、すっぱい 
臭いびしまず。 

•必すな巧巧のポリ 
タンクをお使いく 
ださい。 

♦な油はシーブンか 
に使いきりましよう。 


■変費な油や不純な油を使巧ずると… 

•巧の程度じちよりますか‘、臟焼不良をおこしたり、ストーフ•の損傷を早め、故障の原固になります。 
♦水やごみが送ミを経路に流れこみ、燃焼不良や着乂不良の原因になります。 

■方一変質なミをや不純な油を使巧したときは… 

•お買い求めの販売店または、お近くのコ□ナお客様ごす目談窓□にご連絡ください。 


♦変質なミ由、不純なミ由か’原因で修理を依頼されたときは、保謡期間中でち保証の巧象がとなります。 
♦変質な油の処理でお困りの場合は、灯油をお買い求めの販売店にご相談ください。 


給油 



給油器具 


給;巧□ぶた 
巧迅か 

送巧バルブ 
かグージ 
化巧ぎパルブ 


■給油の際の手順と注意 

参送油バルブを閱じで給ミ由□ふたをはすし、市販の給ミ由器真でロミ由を給油し 
でください。 

油量計の針力す（'満 J をさしたら給;'由をやめでください。 

•給ミ由□ふたを必ずちとどおりに確実にしめでください。 

♦給油の際に、水、ごみなどを入れないよラ特にミ主意しでください。 

■給油口ふたは、確実に締めてください。 

■こぼれた'な油はよくふをとってください。 


麵燃料切れのま意と空気巧をの方法 
油タンクを空にしないよラを意しでください。 

•ミ由タンクを一昼空にしますと、送油経路巧に空気がたまり、正常に送ミ由びできなくなることびあります。 

このよラな揚含は次の順唐で空気抜さをしでください。 

1•油タンクに給ミ由します。 

2. ストーブのゴム管□から、ゴム製送ミ由管をはすします。 

3. ゴム製送油管から;'をび連続しで流れ出ることを確かめでからゴム製送ミを 
管ををとどおりにストーブに巧り巧けます。 

(油びこぼれないよラに容器を巧意しでください。） 















運転開始前の準備と 確認 

■定油面器のセット、取扱上のを意 

初めて使用するときやシーズン初めには、ス I -ーブ正面ち下の定ミ由面器 
リじットボタンを巧しでください。 

①差し化まれでいる前面ガードのち下の□ッドを上へ巧し上げなびらま前に 
はずし、なにち上の□ッドち下げではずしでください。 

⑨前面ガードを手前に閱いでください。 

③ス I ブ正面ろ下の窓から見える定油面器リじットボタン(巧色)を下へ巧 
し下げでください。 


♦ IJ 它ットボタンは据え付け時やシーズン初めに操作します。定油面器に 
強い衝撃をちえたり異常びあったときながは、特に操作する必要はあり 
ません。巧一、点义操た後な油び出ずにモニタサイン LLU または巧 
か’表示されるよラな揚合はリたットボタンを巧しでください。 

♦リ iz ットボタンは乱暴に扱ったり、巧したままの状態には絶巧にしない 
でください。 

■送油経路の油もれの確認 

•油タンクや送油管の接合部などから油ちれびないかどラか確認しでください。 

■電気配線の確認 

• 松ミま意 1 電源プラグをコン忆ントに根元まで確実に差しこんでください。 

参電源コードび給排気筒などの高温部にふれるおそれのないことを確認しでください。 


IA 注意 1 電源プラグ•コードの凳熱-発乂を腐ぐために ••• 

•電源は必ず適正配線された単相1日 0 V のコンたントを使巧しでください。 

参電源コードは、違中で撥続したり延長コードの使巧-他の電気器具とのタコ足配線をしないでください。 
♦雷び発生したときは、電ろ部品を損傷するおそれびありますので、電源プラグを〕ンじントから振いでくださし、。 

■点乂の要領と注意 


巧暖切換スイッチのセット 

♦ストーブ単独で運転する揚台は「ストーブ単独 J に、ス I ブ床暖房運転をおこなラ場合は「ストーブ巧暖」に 
巧媛切換スイツチをじツトしでください。 


ストーブ床暖房で運輯する場を ストーブ単独で運転ずる場合 



ち下の巧 



适巧面找 U たット 
ポタン（巧を） 



厂ストーブ 

巧独, 

-- 


凌 

ス * 二 

巧 



ストーブ.巧暖切換 



スト—ブ.巧暖祝換 


m 













循環水の雌確認 


♦ ミち意 I ス I ^ーブの左側面の水位計で、シスターンタンクの規定水量（上限水位と下限 

化位の間）まで循環水（コ□ナ床暖房巧循環液）か’入っていることを確認しでください。 
循環液か’入っでいる場含は黄色になります。 

循環水は上限上入れないよラにミ主意しでください。 

水位か’下限な下の場含は巧暖房専巧補巧液を入れでく ださし、 


温水配管の水をれの確認 

参ストーブ内部や温水配管接含部からがちれがないか確認しでください。 

参床暖パネルの温か配管の違中にバルブを取り巧けた場合は、必す八‘ルブび開いでいることを確認しでください。 

■運転中に巧暖切換スイッチを操作した場合 

• I ストーブ単独ーストーブ巧暖房 h r ジユー」とゆう循環化の蒸発音びすることびありますび異常ではありません。 

• I ストーブ巧暖房ース I - ーブ単独 I - ••循環ポンプは本体巧部ち却のため約10分後に停止します。 

國使用方ま（使い方) 

運乾開始（点乂） 


ウイングポケット内の乂力調節つまみで「自動運転 J と j ■ま動運乾」び設定できます。 
ご希望の運乾ちをでご使巧ください。 

(扁夾順序） 

■义力調節「自動運転」の場含 




乂力調節つまみを「自動 J にあわせる 

•ルームサーモによる自動運輯となり設定室溫に自動調 
節されます。 

ルームサーモはでぎるだけ部屋の温度をげ表でさる位 
置に取0巧けでください。 


ウイングポケット内の巧暖切換スイッチ 
を r ス!ブ巧暖」に合わせる 


運範スイツチを押して「入」にずる 

•"点义します"の音声と同時に「点义します J と「設定室温」 
び表示されます。 

•ず熱び完3すると自動点义し、表示が r 燃焼中」に変わる 
と温風び出ます。 

•着乂ととちに循環ポンプび作動し、床暖房を開始します。 


ストーブ'床暖房運転 



ま動义力韶節 










乂力調節つまみを r 自動 J にあわせる 

•ルームサーモによる自動運転となり、設定室温に自動調 
節されます。 

ルームサーモはできるだけ部屋の温度をげ表できる位 
置に取り巧けでください。 

ウイングポケット巧の巧暖切換スイッチ 
を r ス! -- 単独」に合わせる 

運転スイッチを押して「入 J にずる 

参"点义します"の音声と同時に r 点乂しまず」と r 設定室温」 
び表示されます。 

♦ず熱び完3ずるとき動点义し、表巧び r 燃焼中」に変わる 
と温風び出ます。 


♦着乂時、放電音と同時に着义音を発することカタありますか’、異常ではありません。 

♦点乂操作から放電(着火)までは、約2分間です。僮温によりず熱時間び多少変化します。） 

♦着义後温風か'出始めます。 

•運転スイツチを「入」にしたとき、タイマー表示「表示時刻に運輯します J か'点なする揚さは、タイマー運顧と 
なりますのでタイ7—たツトボタンを押しでタイマー運輯を辭除しでください。 


室温の調節（自動運転) 


ウイングポクツト内の义力調節つまみを「自動 J に合わせるとルームサーモじよる自動運転となり、設定室温【こ自動 
調節されます。表示部に設定室温に2で ) か’表示されますので巧のよラに調節しでください。 



たーブ運転 


参室温設定ボタン r 高め_!を巧すたびに1で上昇します。 

(上限29で） 

• r 低め J を巧すたびに15でまでは rc すつ下びり、1日でからはいきな — 
り 10’ C ( F 点設定)となります。 

参10で設定の揚合は自動的に t - ブ運輯表示ランプび点灯し、 t ーブ 
運輯となります。 

設定室温を15でが上に上げるとじーブ運転表示ランプ、 

V び消え、じーブ運輯び自動的に辭除されます。 ) 


ス I ''―ブ乂力調節「白動 J 運輯時に微か乂力でち室温が設定室温より上昇する場合、設定室温より約3で上昇すると有動 
的【こ消乂し、設定室温まで下がると点义動作に入ります。これをくり返ずことによりむだな部屋のあたため過ぎを防ぎ 
ます。 




•室温設定ポタンにより希望の室温設定後、たーブ違輕ボタンを押し 
でください。たーブ運輯表示ランブが点なし、たーブ運範となります。 
♦じーブ選轟ボタンを再度巧すことによりじーブ運転表示ランプび 
消元、たーブ運転解陈となります。 








1 . 特に温度設定しない揚合は、自動的に快適マークの位置(設定巧温 
表示の3つ目）に設定されます。 

2. 巧温調節ボタンを巧すとなのよラに巧温調節でき設定床温表示の 
ランプち移動点なします。 

•「低」…1回巧すたびに設定温度を下げる 
-情」…1回押すたびに設定温度を上ばる 


乂力調節（手動調節一手動運転) 


. 室温設定【こよる自動運飯の他に义力調節つまみによる手動义力調節び巧能です。巧のよラ【こしでください< 


も 

中！ 

I 口 

口 

か! 
級み賽 


0 


♦ウイングボケット内の义力調節つまみを「微か j から「大」の間のご 
希望の位置に台わせでください。 

字動火力調節つまみの設定乂力で燃焼します。 


■炎の状態 

ス I '''ー ブの据え巧けや給排気筒の設置条件でおは多か変化しまず。 

参がのが態は、青い炎の中にいくらかの黄色い 
炎（巧乂）び混じつでち異需ではありません。 


正常燃焼 


育い炎の中にかし黄をいがび混じっている 



巧暖パネルの温度調節 


ストーブ床暖房運輯の場合、循環がわ《設定温度になるよラに白動的に温度調節されます。また、設定巧温表示に快適 
マー クか‘ついでいます。快適 マー クは、床暖パネルの 力一ぺッ ト表面をほぼ33〜34で（床騰八。ネル3置の場合)に保つ 
循環か温度を示します。ご参辜にされると便利です。 



参巧暖の温度調節は、足元（床暖パネ J レの表面温度）の温度調節のためであり、部屋を体の温度調節ではありま 
せん。力一ぺットの表面温度び熱くなりすぎないよラ使用温度には十分ま意しでください。 

















運乾停止（消乂) 


.( 消乂順唐） 



運乾スイツチを巧して「切」にする 

• "消乂します"の音声と同時(こ、燃焼表示が消なし、「消义します」 
び点なします。 

♦ 消义後は本体の部か‘;を却するまで送風•循環を継続し、約10分 
後に巧流巧送風機、循環ポンプび停止します。 

(循環ポンプの運転はス I -ーブ巧暖運輯のみ） 


♦ [^を意1 2曰が上家をあけるなど長期間使巧しない場合は、運転が完をに停止しでから電源プラグ 
をコンたントから巧いでください。 

♦外出のときは、必ず運転を停止（消火）しでください。 

♦運転停止後、燃焼室が茂却（消乂表示び消な）ずるまでは電源プラグをおかないでください。 

ちし、抜きますと、ストーブの表面温度び上昇します。 


現在時刻の台わせ方 



1. ウイングポケット内の時計調節スイッチを「時計合せ」にします。 
はじめで使巧するときや電源プラグを長時間抜いたときは、時刻表 
示は一：—.を表示します。 

2. 時計調節の「時」’「分」ボタンを押しで現を時刻を合わせます。 


例:午前6時15分じ合わせる場台 

①「時」ボタン尉甲しで"午前6:00•"にします。③ r 分」ポタンを押しで"午前6:15."にします。 
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♦必す時計調整スイツチび「通窜」になっていることを確認しでください。 

♦30 砂]^巧の停電であれば、再通電後ち現在時刻を表示しますので時刻合わせの必要はありません。 
それ凶上の停電で時刻表示び一： 一一. を表示したら時刻合わせをおこなってください。 





















タイマーの使用方法 


■運輯時刻の合わせ方 

1. ウイングボケット内の時計調節スイッチを「タイマー合せ J にします。 

2. 時計調節の r 時」 • r 分 J ボタンを巧しでタイ7—点义時刻を合わせま 
す。 （ r 分」は5分ごと【こ動きます。） 


例:午前6時30分に合わせる場合 

①「時」巧タンを押しで"午前6: 0 0" にしまず。⑤ r 分 J ボタンを押しで"午前6: 3 0" にします。 

午前 午前 

S : 日日 恒 S :3 日 


これでタイマー 1 Z ツト時刻か‘記憶されました。 

3.必ず時計調節スイツチを r 通常」位置にちどしでください。これで時 
刻表巧には現在時刻か’表示されます。 


■タィマー運乾方法 

スト"-ブ床暖房運転11ストーブ樂独運転 

1 . 運転スイツチを巧しで「入 J にしでください。 

(燃焼中の場含はそのままでず。） 

2•運輯するときのご希望の室温または、乂力に合わせでください。 

3. 床温調節ボタンで、床腰温度をご希望の温度に合わせでください。 
(ス I -ーフ’床暖房運輯のみ） 

4. タイマーたツトボタンを押しでください。 

「タイマーじツトしました」の音青と同時に、時刻表示にタイ7—た 
ツト時刻び表示され、タイ7—表示 r 表示時刻に運顧します」び(燃 
焼中の場合は消义表示 r 消乂します J ち)点なし、タイ7-運転に入 
りまォ 

(このとぎ本体内部ち却のため対流巧送風機、循環ポンプ(ストーブ 
床暖房運範のみ)び10分間運輯します。） 


♦タイマーじツト時刻になるまでは時刻表示にタイマーじツト時刻、タイマー表示 r 表示時刻【こ運転します」と 
タイマー運転表示ランプか>表示され続けます。 

♦燃焼中にタイ7-じツトボタンを巧すとス I -ーブは自動消义し、運転を停止します。 


♦タイマー運輯は、運転スイッチか*！'入」になっていないと運輯び開始されません。 

•外出時など留守中に燃焼を開始するよラなタイマーたットは、絶巧にしないでください。 
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運乾入/切 














♦ r 省電カモード」にすると尝電カランプカ 《 点灯し、自動的に表示部を 
消灯します。（運輯中のたットは、運転停止後約2砂で表示部を消な 
します。） 

參表示部力す消な中にいずれかのボタン操作をおこなラと1分間表示部 
び庶なします。 


待機時省電カスイ、ソチを「省電カモード」に它ットしでおくと、タイマー運転中および運輯停止時に表示部を消な 
しで、消費電力を 1 W に節約でぎます。 



■タイマー運転の解除 


鞭卜 -I 


午後 


♦タイ7-じツトボタンを巧します。 

タイマー表示び消の■し、時刻表示に現在時刻び表示され(時計動作 
コ □ ン点滅)タイマー運転か’酷除されます。 

•このままであれば点义表示 r 点义します」び点なし、自動的に運転を 
開始します。運転を停止する場合は、運転スイツチち「刷にしでく 
ださい。 


10 : 30 . 


■タイマーセツト時刻-現在時刻の確認 

•タイマーたツト時刻の確認 

•時計調節スイ、ソチを「タイマー台せ」に合わせます。 


時計合せ^ 

麵 K 

fS 


午前 


時計表示にタイ7— 忆ツト時刻び表示さ 
れます。 


り 0 


•現を時刻の確認 

-時計調節スイッチを「時計合せ j に含わせます。 

鴨計きが！ 


午後 時計表示に現を時刻び表示されます。 


J 占 、 

mi 

!|タゴ7! 




参確認後、時計調節スイッチは、必す「通萬 j 位置にちどしでください, 


待機時省電カスイッチの使用方法 


タイマーの解除 














使用上の注意 


巧暖の温度調節について 


床暖の温度調節は、足元（床暖パネルの表面温度）の温度調節のためであり、部屋を体の温度調節ではありません。 
カーぺットの表面温度か’熱くなりすぎないよラ使巧温度には十分';主意しでください。 


循環水の凍結ず防（循環液の注入) 


暮ち地だけでなく暖かい地域でを凍結予防及び腐食を防のために必す循環液を入れでください。 

参循環液は必ずコロナ巧暖房用循環液（別売品）をご使用ください。他の不凍液を使巧したり、混合したりすると 
製品の寿命か’短くなります。 

•循環液は3をを目をに入れかそでください。（開封した循環液ち含む） 


結露水の処理 


が気管に結露化びたまった場含は、お買い求めの販売店に点検を依頼しでください。 

本書の「特にを意しでいただきたいこと（まをのために必ずお守りください）」の他に、次の項目についでをま意し 
でください。 

•ク IJ — ニング店、美容院などの化草薬品を使ラところや温室、飼育室など、動植物の育成栽培に使巧しないでく 
ださい。 

♦雷か’発生したとぎ、雷（誘導雷）により一時的な過電圧か力、かってち、過電圧防止装置か’機器を保護するしくみ 
(こなつでいますか\大きな雷（直撃雷など）の場合は、電ろ部品を損傷するおそれがありますので、電源プラグ 
をコンたントから抜いでください。 


自己診斷モニタ 


ストーブにトラブルび疑をずるとトラブルのが態が設定室温表示に記号表示（自己診断モニタ）されます。 
この場合は「故障.異常の見分けちと処置ちる」 （21 〜22ぺージ）をご覧のラえ、必要な処置をしてください。 


〈自己診断 モニター 覧表> 


聚 巧 

原 因 

辭除方法 ^ 

E 0 • E 4 

過熱防止装置作動 

運輕スイ、ジチを 
押しでください。 

E 1 

逸 中消义 

E 呂 

不着 乂 

E 3 

巧 農作 動 

E 已 

が気管抜け検知作動 

E 色 

ルームサ ーモ 断線 

E フ -£9 

停 電 

E 8 

疑似 乂巧 

E A 

燃焼巧送風機異常検出 

EC 

ルームサーモ短絡 

Ed 

巧流巧送風機異常検出 

E F 

空気サー S スタ温度異常 

EH 

表示サー吉スタ温度異常 

PI 

ボットず熱不足 

電源プラグをおき、 
30砂後に再び入れ 
直しでくださし、。 

P 2 

ポット温度低下 

P 3 

ポット異常過熱 

P 已 

畐板 不良 

FI 

熱交サーモ作動 

運輕スイツチを 
す申しで < ださし、。 

J 

F 呂 

湯温サ ー S スタ斷線 

F 3 

熱交保護サーモ作動 

し FC 

湯温サ ースタ短絡 


mmimm 

♦販売店に連絡しでいただく際は、表示しでいる自己診断モこ夕ちお知らせください。 
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國まを装置 


このストーブにはなのよラな安全装置がついでいます。 

すべでの安全装置は、異常が取り除かれでち再度点乂操作をしなければ運転は停止したままです。 


原因-作動結栗 



巧震白動消乂装置 

i \ E 3 l 表示） 


♦強い地震や衝擊を受けたとき 


ク 


自己診斷モニタ匹 31 表示 
自動のに消乂 



• 地震によつで作動した場食、周 
固の巧燃物、機器の損傷、ミ由ち 
れ、給排気筒のはずれなど異萬 
か‘ないことを確認しでから点火 
操作をしでください。 


点火まを装置 
燃焼制御装置 

♦フ レー ム□ッド 

臣11表示-励表示 

( 适中消火） （不着义） 


• 点义 5 スをしたとぎ 
♦途中を火をしたとさ 
参炎か’異常にルさいとさ 


ク 


自己診断モニタ u 。表示または 
IT 巧表示 

自動的に消义 


♦ 「曰常の点検 - ま入れ」 (0^ 18~ 
20 ぺージ）をしでから点义操が 
をしでください。 

♦ なおち異萬か ’ ある場さは、お貫 
い巧めの販売店にご相談くださ 


停電まを装置 

[れ糜 示 ■ 臣国表示 

(30 视が上 ） ( 5 轉な上、 
130 拙未満 j 


•停電したとさ 
•電源プラグびおけたとき 


ク 


通電後自己彰脚モニタ [E1 ] 表示 
または [T?l 表示 
自動的に消义 


01 E の揚合、時計などのじジト 
をしでから、点火操作をしでく 
ださい。 

♦ If 弓 1 の場合、通輩後再点乂操た 
をしでください。 

® 電源プラグを確認しでください。 


過熱防止装置 

♦過熱防止サーモスタット 

(ち） 95で 

庙）105で 
♦サーモスタット 155で 


圧のまたは圧4 I 表示) 


♦ フィルタやストーブの前面力 《 ふ 
ちがったとき 

垂ス I- ーブの前面に障害物などか ’ 
あるとぎ 

• 熱交換器か’異常に熱くなったと 
ぎ 


ク 


自己診断モニタ LE 直)または 
(23 表示 
自動的に消义 


•原因を取り除いでから点义操作 
をしでください。 

サーモスタツトか’作動した場含 
は、リ它ツトボタンを押しでく 
ださい。 



U 它ツトボタン 


• 燃焼中に停電したとき、再通電直後 （ ITTI または d 宣 ] 表示 ) 点义操作をすると [S 互 ] 表示か*出ることびあります 
び、これはストーブの温度び一時的に上昇するためで異常ではありません。 4 〜已分ち却した後に点乂操作をしで 
ください。 










國その他の装置 



排気管おけ検知装置 

( [戶弓 I 表示） 


原因•作動結果 


♦が気管の接続部か 1ますれたとさ 

•排気管おけ検知巧リード線か’は 
すれたり、断線したとさ 


ク 


自己診断モニタ店置]表示 
ストーブの運転を停止 



•給排気筒およびが気管の接続部 
に、はずれ-ゆるみびないか確 
認してください。 

♦が気管抜け検知巧 U — ド線のゆ 
るみまたは、はすれ•がれびな 
いか確認しでください。 

給排気筒 


給気 

キヤツブ 


排気管巧け 
検知用リード線 


燃焼巧送風機異常検出装置 

(トト! 表示） 


>◎輯数び異常に低下したとき 


ク 


自己診断モニタ店互]表示 
ストーブの運輯を停止 


•異常傾下の原因を取り陈いでか 
ら点乂操作をしでください。 

•なおち異常か’ある場合は、お買 
い求めの販売店にご相談くださ 


>回輕数力ず異常に低下したとぎ 


巧流用送風機異常検出装置 

([Eel I 表示 } 


週電流防！]:装置 
(表示部全消灯） 


ク 


-自己診断モニタじ山表示 
•ストーブの運輕を停止 


♦巧部配線のショートにより過電 
流が流れたとき 


ク 


電流ヒュースカス切)れ、すべでの 
運転を停止 


♦異常低下の原因を取り除いでか 
ら点火操たをしでください。 

♦なおち異常びある場合は、お買 
い求めの販売店にご相談くださ 
い。 


♦お買いホめの販売店に修理を依 
頼しでください。 


循環か過昇巧止装置 

( I F ；] 表示） 


•循環かか’極端に減少したとぎ 
♦循環かか’循環しないとさ 


ク 


自己診断モニタ尼!]表示 
ストーブの運輯を停止 


•循環化の量を確認する等により 
循環水過昇原因を取り陈いでか 
ら点火操作をしでください。 

•なおち異常びある場合は、お買 
い求めの販売店にご相談くださ 

















國曰常の点検•手入れ 



点横-手入れのとをの注意 


点検-寺入れは消义後、ストーブカタ十分おえでから必す電源プラグをコンたントから巧いでおこなってください。 


[ A >± mi 電気部品の分解や市販品との交換は拖巧にしないでください。 


点検•手入れのぶ 1要項目、時期、方法 


■周囲の可燃物（使用ごと） 

参注意]ストーブの同囲は、常に整理■掃隙し、燃えやすいちのを置かないでください。 


■ほこり•巧れ（使用ごと） 

参ほこりやちれをそのままにしでおきますと、ミ巧がしみたりしで危険です。 

ス I ブはいつち清潔にしでご使巧ください。 

■油もれ•油のたまり•油のにじみ（使用ごと） 

•置台*油タンクに油をれ-ミ由のたまりやミ由のにじみか’ないか、ときどき点検しでください。 
また、給ミ由の際にこぼれたなミ由はよくぷきとつでください。 

•翔卸— 

•ミ由ちれ力ずある揚合は、お買い求めの販売店に修理を依頼しでください。 


■ゴム製送油管の点検-交換の目安（シーズンの初め) 

レを ぉ] 


•ゴム製送油管は、屋外で使巧しないでください。 

屋外での使巧は禁止されでいます。 

•屋内でゴム製送ミ由管を使巧しでいるときは、膨潤、収縮、変質、変形、ひび割れか’ないか確認し、欠点か‘あ 
るときは交換しでください。 

交換の目をは、3年に一度です。 - 

■油タンク（シーズンの初め、適時） 

♦ミ由タンク巧は水やごみびたまりやすいちのです。給ミ苗のとき、点検しでください。 

ミ由タンク内の化抜きおよび掃除は、ミ由タンク付属の取扱説明書にしたか‘っでおこなってください。 

■給排気筒の接続部のゆるみおよびトップの周固（使用ごと） 

の給が気筒およびトップの周固に障害物を置いでいないか、ときどき点検 
しでください。 

•給排気筒びつまりますと、不完を燃焼をおこします。シーズン初めには 
必す点検し、くちか’巣をつくったり異物び入っているときは、必す掃除 
してください。 

•給排気筒および排気管の接続部びはすれたり、排気管巧け検知巧 IJ — ド 
線びはすれたり、断線しでいないか点検しでください。 


♦給排気筒を一度取りはすしで、再び取り巧けるとさ、排気管の接続の部 
にはめこんである0リングび破損しでいないか確かめでください。 

•破損しでいた場合は、お買い求めの販壳店に交換を依頼しでください。 
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給排気筒 




( P 40 4種 D ) 









■定油面器のストレーナの掃除（適時） 

♦定油面器には、ごみを除くためのストレーナびついでいます。ごみびたまると、な巧の流れをさまたげで不着 
乂や透中消义の原因となります。巧のよラに掃除しでください。 




♦油タンクの送油ノツレブを閉じでください。 

聲 

•ストレーナの掃除□に八ガキなどの厚紙を善しこんでミ由ガイドを作り、 
その下に容器を置いでストレーナの止めねじをゆるめではずしでくだ 
さい。 

定ミを面器の巧れたな油やごみか‘全部流れ出ます。 

每 

♦ストレーナを取り出しで、きれいなな巧の中ですすぎないをしでくだ 
さい。（水で洗わないでください。） 

組み立てるとをは 

参ストレーナコ''ムパッキンを忘れないようにしでください。 

♦ストレーナを逆に入れないでください。また、底部(黒色)び必す 
左横になるよラに取り巧けでください。 

♦ストレーナの止めねじを固くしめ巧けでください。 

•油ちれカタないか確認しでください。 


■フィルタの掃除（週に1回 L ツ上） 

♦巧流巧送風機のフイルタか’ごみやほこりで目ブまりすると、送風力か*弱くなり排気温度上昇やストーブの表面温度 
が上昇ずる原因になりまず。（過熱防止装置または磯のサーミスタの働きで運転び停止ずる場合びあります。） 
運輯を停止しでから巧の雲領でストーブ襄面のフィルタの掃除をおこなってください。 



•左図の矢印のよラにフイルタを上に引き出し、ス [ ー ブ襄面から取り 
はすしでください。 

み 

•フイルタに巧着したほこりを掃除機で吸い取ってください。 

每 

•掃除か‘終ね0ましたら、ちとどおりに取り付けでください。 

r 么;ま意] フイルタをはすしたまま運輯しないでください。 

フイルタをはすした'が態で運輯しますと、カーテンなどを箸きこん 
で义がになるおそれか’ありまず。また、まなどをふれるとけか'をす 
るおそれがあります。 


■地震などの災害が発生したときの点検 

♦地震などの災害び発生し、ストーブに振動や衝馨び加わったときは、運輯前じ必すなの点検をおこなってくださし、。 
-給が気筒まわりのはすれ、ちれの確認 
-0油配管からのちれ確認 

点検で異常れ’みつかった場含は、お買いホめの販売店に修理を依頼しでください。 




2. シスターンタンクのキャップをはすし、給水ガイドを取り巧け、か 
位計の規定か位（上限水位）まで循環水（巧暖房専巧補巧液）を入 
れでください。 


• コ□ナ純正床嚴房胤盾環液は、凍結予防の他に床暖房に使巧される機器（ス [ -ーブ.旅瞩パネル.配管部品 
など）の防猜効果を目的に作られた循環液で、すでに棘水で適正な濃度に調台しでありますので試運蘭時に 
はこのままス I — ブに入れでください。 

•他社銘柄の防猜剤、不凍液（特に華両巧など）を使巧したり、混含したりしまずと防饋効栗か’発揮されす機 
器の禍ス性びそこなねれたり、粘度があねすポンプの性能び十分発揮されすに沸騰しでしまラことか*ありま 
す。 

•循環液は、萬温では引义しませんび、加熱されたス I ブの上などにかかると着乂ずることがありますので 
取0扱いには十分を意しでください。 

参循環液は3年を目安に入れ力、えでください。（開封した循環液ち含む） 

•循環液の凍結温度は、一20でに調合されでいます。 


■温水配管のかもれの確認（適時） 

♦ス I ''ーブ巧部や温水配管接を部から水ちれ力すないか確認しでください。 



長期間ご使巧になりますと、ストーブの点検が必要です。 

2シーズンに1◎程度、シーズン終3後などにお買いあげ店または修理資格蓄〔(財)曰本扫ミを燃焼機器 
保守協含 (TEL 03-3499-2928) でおこなラ按術管理講習を修3者(石';を機器按術管理±)など〕のいる 
店に点検依頼されることをおすすめします。 
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■循環水の補給（適時） 

•シスターンタンク内の循環かは、かしずつ蒸発しますのでときどき確認しでください。循環かが不足しでいる 
場をは、そのつど規定水位まで床暖房専巧補巧液を補給しでください。 


給水刀イド 



キヤツブ 



ストーブ左側面の給か□扉を開ぎ、給水ガイドを巧り出しでくださ 
し、。 




11111111111 

HIHHUHIHHH 

■■■□■■■■■■I 

■■■国 ■ 

ammmmmmmmmm 

■■■■■■■ 

BaSHBlBBBBB 

D 

BBBBBSBBBBB 


温水配管がつぶれている。温水バルブが間じでいる 


シスターンの循標か不這 


單源型巧 ( AC 100 V ) が傾くなつでいる 


給が気筒トップ巧縮びおおわれでいる 


停型がおった巧砂な上30秘ホ満一户3表示) 


長脖間障堪びあった （30 砂しツ上一 P 3表示) 


フレーム□ツドにすすび妄盘に巧趕した 


給排気筒接続部がはすれでいる。すきまびある 
が気管おけおが巧リ ー ド線端さ接続のゆるみ 


油ちれびある 


給が気筒のつま0 


ルームサーモ取巧泣歷力< 悪い 


給排気筒工事不過结のため逆風現象びある 


温風の止!□の前に腾害物びある 


巧流巧送風機のフイルタにほこ0びたまった 


給が気筒の設超び暨準適りでない。排気管が長すぎる 


定ミを面器に化、ごみの目ブまりびある 


ゴム製送油管に空気だま0びある 


送油バルブび間まつでいる 


強い地嫂があつた。または、ス I ブに衝蜡をちえた 


罹脯プラグを D ンじントに萬しこんでいなレ 


作 


£弓 




PP 


PI 


El 


E 5 


■使用中に異常びありました6、次表により原因を調べて処置をしてください 

原因びねからないときや処置かで;すかしいときは、お買い求めの販売店、またはお近くのコ□ナお客様 
ごホ目談窓□にご連絡ください。 

※設定室温表示に自己診断モニタカ*表示されます。 


國故障 • 異常の見分け方と処置方法 

■巧のような現象は故障ではありません 

修理を依頼される前にちラー度お確力、めください。 


初めで使用するとき、煙やにおいび出る。 

耐熱塗料やほこりび焼けるためです。 

しばらく窓をあけで換気をしでください。 

すぐに点乂しない。 

予熱点义ちなのためを熱時間か’2分程度必要です。 

(予熱時間は室温(こより多少変化します。） 

燃焼開始時や消义後に「ピチピチ J という音 
がする。 

本体内部び熱じより膨張、収縮するためです。 

点乂時に r ボン」と音かする。 

点乂するときに発ちする着火音で、異常ではありません。^ 


点义時•消义時 


表示サ—ミスタ'! 


M 表示サ t 
温度質常 


巧(疑拟乂巧) 


一(巧麗作動) 


W (点乂しない) 


- S 中消义) 


nu u» 

rc £ 
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が 

大 

き 

し、 


温か配营のつふ’れを直す。湿かバルブを開く 


規定化位まで補巧液を入れる 


[2^ 注恵い遐漏の接統 r (( Sf 2 ぺージ）のの容を点検する 


おおつでいるちのを取り除く 


再度点义操作をする 


設定室温、時刻などをたットし离度な乂操作をする 


すずを取〇陆く（販売店に修理を依頼する) 


給排気筒接続卽のはすれを直す 
ゆるみを直す 


ちれ窗巧を締め塵す（販売店に修理を依頼する) 


排気筒を摘除する 


適正な位超に取り巧け直す 


給排気筒の取0なけを適正にする 


障書物を取0除く 


フイルタのほこりをブラシなどで掃除をする 


基準通りに設區する 


送’油バルブをし昕ストレ-ナをはずし、謹を朽，がタンクの水を巧く 


3ム製を®管を振る。山形になっている巧は平らに直す 


送;‘巧バルブを間く 


19ページ「地撰などのが害び発生したときのなお J のなお 
頂巨を招詔し、運転スイッチを巧し直し离な义する 


コンじントに確実に差しこむ 


青おのかに黄色いお(巧火)か’混じる。 

異常ではありません。 

給が気筒の先端から連続的に白煙び出る。 

が気温び低くなると、が気ガス中にふくまれでいる水霧気び白く見 
えるためで、異常燃焼による白煙ではありません。 

0ミ由ぎれの際、一瞬炎び大きくなつで消义する。 

異常ではありません。 

停電したとさの再通電直後 （0 または 
〇)表示）点乂操作をずると、 E ) 表示 
が出ることびある。 

停電によりストーブの温度か’一時的に上昇するためで、異常で 
はありません。4〜己分を却した後に、点乂操作しでくださし、。 

巧流巧送風機のフィルタ目詰まりや、温 
風吹出□の障害物で臣图やに巧表示の直 
後に点火操作をすると、直哥表示か’出る 
ことがをる。 

ほこりや障害物でストーブの温度か’一時的に上昇ずるためです。 
ほこりまたは障害物を取り除いで、4〜5分冷却した後に点义 
操がをしでください。 


沸臟音びする 


圧萬運髓ずるがパネ 
ルびあたたまらない 


黒煙を出しで燃える 


おび大きくならない 


室温がおいのに火が 
太ぎ<ならない 


輩源び入らない 


爆凳的な燃焼をする 


丹巧のにおいびずる 


音をたでで燃える 


ガラス円筒びすすける 


燃焼時•その他 



































■部品交換のときのミ主意 

态ま意 I 不完をな修理、調整は危険ですので、部品の交換、調藝び必蟹な場含には、お買いずめの販売店または、 
修理資格普〔(財)曰巧 5 油燃焼機器保守協含でおこなラ技術管理講留舍修了者(扫油機器按術管理±)など〕のいる販 
売店にご相談ください。 

部な巧巧はご D ナが GIEgR 品とご指定ください。 

部品ご入巧の際には、コ□ナ製品取扱販売店で必す コロナ 純正部品とご指定ください。 

純正部品が列の部品をご使巧になりますと、性能か4十分に発揮されないばかりか、ストーブを損傷したり思わめ 
事故の原因じなります。 


消耗•劣化しやずぃ部品（交換が必要な部品) 

i|'!Ai'|"|,.-|.rv,i い.,1 ' ■ リ ■ L い i でり.产 , -:川■"'マ •产-. け .. 1 !…ぃ. Il l いい. ■■■■■■ ■ ' ， " ■ ■い"‘ t I い.. し". ■■ ■ , 1 


■長期間の使用によ0消耗-冀化しやすい部品 

♦バーナヘッド ♦電極(点火プラグ) 

♦バーナヘツドリング •フレームロツド 


■変質-不純な巧の使用によ0お化しやすい部品 

♦フレーム□ッド •気化筒 •電磁ポンプ 


國保管 (長期間使用しない場合） 

おしまいになるときは、曰常の点検-き入れの項を参照し、巧の雲額で保营しでください。 

1•電源プラグをコンたントからないでください。 

• 0^ ミ主意]長期間使巧しないときは、電源プラグをおいでください。 


2•油タ ンクの送浦バルフ''を閉じでください。_ 

3 •フイルタの掃除をしでください。 (陳 19 ぺージ） 

4 •定油面器肉のな巧をすべで巧ま取ってください。 (陳 =19 ぺージ) 
5 •本化のごみやほこ 0 を取ってください。 

■掃除機などでごみやほこりを取り除いでください。 


6•本化をしめらせた巧で巧れを落としでから、からぶきしでください。 

7 •ストーフ''は据え巧けたまま保管しでください ■ 

•温風吹出□や背面のフィルタにほこりなどか‘たまらないよラカバーなどをかけでください。 

•どラしでち取りはすしで保管されるときは、ポリ袋をかぶせ、乾燥した場所に横倒しにしないよラおしまいく 
ださい。 

* 巧暇の配管を接続したままで保管する場合は、上限水位まで補給しでおいでください。 

•ス f ーブ巧の循環水を抜いで保管する場含は、エアー抜きバルブを開いでおき、エアー巧きバルブ配管内を乾 
燥させでください。 

•巧シープンじ据え巧けるときには、必ずお買い求めの販売店に依頼しでください。 


*お巧説日月書を大切に保管しでください。 








型式の 呼び 

UH - FGX 70 K 4 

種 類 

気化す*屋内巧 • 強制給が気お-強制対流お-床暖房巧 

点 义ち式 

電気点乂式 

使 巧 燃料 

な油 （ JIS 1 号な油） 

燃焼が 態 

B 1 

取穴 

最ル 

燃料消費量 

床暖房運転 

0.78 L/h 

0.22 L/h 

ストーブ単独運転 

0.766 L ル 

0.20 L/h 

発熱量 

床暖房運輯 

28,890 kJ/h 

8,1日 OkJ/h 

ストーブ単独運輯 

28,370 kJ/h 

7,410 kJ/h 

熱効率 

床暖房運転 

86.6% 

87.5% 

ストーブ単独運輯 

86.0% 

87.5% 

暖房出力 

床暖房運転 

6.95 kW 

1.981 <W 

ストーブ単独運弦 

6.781 <W 


最大床暖房出力（床踞房運乾） 

最大燃焼時 1.51 kW 循環水量180 L ル 

熱効率 

最 高 

87.5% (巧暖房及びストーブ単独運転目盛微少のとさ） 

最 低 

86.0% ( ストーブ単独運輯目盛大のとき） 

標準適塞 

床暖房運輯 

温暖地 

木造29.51 rf (18 置）コンクリート41.日がに5置） 

暮冷地 

木造29.51 rf (18 置）コンク IJ — 卜48.0がに9畳） 

ストーブ単独運転 

漏暖地 

木造29.5が （18 置）コンクリート39.5がに4置） 

寒冷地 

木造29.51 rf (18 畳）コンクリート46.0 rrf (28 置） 

本体 水 容量 

2 L (器具巧蔵シスターン上限水位時） 

床暖房巧熱な換器の 最高 使用氏力 

シスターン大気開放 

外形 寸法 

高さ600 mm 幅 698 mm 奥巧 298 mm (置台を含む） 

貫 里 

33.5 k 呂 

電源電氏及び周渡数 

100 V 50/60 HZ 

定格消費電力 

床暖房運輯 

最大消費電力 880/880 W (点火時） 

燃焼時消費電力日 0/60 W 

ストーブ単独運転 

最大消費電力 860/860 W (点火時） 

燃焼時消費電力 31/33 W 

床パネルの接続面積 

4.5 〜 16.5 nrf (3 〜10置）（最大燃焼時） 

温水 配管 接続 □ 

外径を 8 mm ニツル 

給排気筒の型なの呼び 

QU 4-8 A 

給排気筒の呼び径 

D 40 

給排気筒の壁賃通部の孔径 

串7日 mm 

排気温度 

床暖房運転 

260でが下 

ストーブ単独運転 

260でが下 

電流 ヒ ユーズ 

5 A • 1 5 A 

ま を 装 置 

巧震白動消乂装置 • 点义をを装置 
燃焼制御装置-停電を全装置-過熱防止装置 

その他 の 装置 

過電流防止装置’排気管おけ検知装置-燃焼巧送風機異萬検出装置 
対流巧送風磯異常検出装置 ■ 循環か過昇陌止装置 

付属品 

給排気筒たツト1組-スリーブ1個.遮熱板り固.本イ本固定を具2個 
パツクチユーブ 2.5 m ‘ゴム製をミを管締巧バンド2個 • 風量制御板1個 


標準適室は、社団法人’曰本ガス5油機器工業舍の算定薑準によります。 
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國アフターサービス 

■保詔について 

•このコ□ナ石油ストーブには保認書が付いでいます。 

保証書は、必ず「お買いあげ曰、販売店咨」などの記入をお確かめのラえ、販売店からお受け取りください。内容 
をよくお読みのあと、大枕に保管しでください。 

•保証期間はお貫いあげいただいた曰から1を間（本体）です。（燃焼部がは3年間） 

•なのよラな原因による故障および、事故じつきましでは、保証の巧象になりませんのでを意しでください。（詳し 
くは保証書をお読みくださし、。） 

■変質な油や不純な油など、またな'油ながの燃料使巧による故障や事故。 

■誤った使巧ちまによる故障や事故。 

■修理を依頼されるとをについて 

♦ r 故障•異常の見おけちと処置ち法」 （0^21. 22ぺージ)の項にしたびってお調べください。直らないときは、ご 
使巧を中止し、必ず電源プラグを抜いでから、お買い上げの販売店にご連絡ください。 

•ご連絡いただぎたい巧客は巧の通りです。 

①品ち感型なの呼び⑤お買い上げ日④故障の状況（出来るだけ具体的【こ） 

♦修理に際しましでは、保証書をご提示ください。保誠書の規定にしたか•っで、販売店び修理させでいただきます。 
•保証期間び適ぎでいるときは、修理すれば使巧できる場含には、ご希望じより有料で修理させでいただきます。 
•ご不明な点や修理に関するご相談は、お買い上げの販売店または、この取扱説明書の裏表紙に記載されでいる「お 
客様ごホ目談窓 QJ にお問い合わせください。 

♦修理料金は、按術料、部記代、出張料などで構成されでいます。 

■補修用性能部品について 

•当巧では、この製品の補修巧性能部品を製造巧ち朽]りを、7巧保育しでいます。 

•補修巧性能部品とは、その製品の機能を維持するために必要な部品です。 

■故障-修理の際の連絡先 

•お質い上げの販売店または、この取扱説明藝の襲表紙に記載されでいる「お客様ごホ目談窓 DJ にご連絡ください。 


プリント配線板端子配置図 


マイコン 
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’、巧が巧-‘ 




が加 
な上 


が cm 
な上 


巧な奇麻.巧 V 


•側方障害物は、両側にあっでちよいか’給が気筒と障害物、巧燃物との S 目離は 45 cm お上とってください。 
♦前方に厮や建物か’ある揚合は給排気筒先揣と前ち障害物との距離は 60 cmm 上 離し、かつ上ちおよび両側ちに気 
流を阻止する障害物か’ないよラにしでください。 

♦給が気筒下面は地面から 20 cm な上離ずよラにしでください。なお積雪地域では、給排気筒先端び雪でふさカタれ 
るおそれのない高さを聰保しでください。 

[マントルピースなどに設置ずる場合のス I — プ周囲寸法 1 


/，’•巧な初 




ストーブ前面び壁面より 
內測に入らないこと 


防义性能認訪品ですので※巧ので巧で設置でぎます。 


ごを意 


•テレビやラジオから1 m な上離しでください。 

参点検 • 手入れのためストーブをちの離隔胆離は、左側 25 cm が上、ち側 20 cmm 上にしでください。 

♦熱に弱い力一ぺツトや床の上で長時間使巧すると、変色したり、そり返ることびあります。 

•木造の建物で壁にメタルラス張り、ワイヤラス張り、またはを属板張りをしである場所に給排気筒を通すとさ 
は、それらのを属部に接しないよラに輩気の絶縁をしでください。 

•壁に巧をあける場合、壁の内部にある電気配線.ガス.水道の配管にあたらない場所を選んでください。 


画据え巧け 

.据え付け工事は販売店に依頼ずる 

据え巧けや移動工事は販売店または据え付け業者に依頼し、お客様ご自身では巧わないでくださし、。 

据え付け場所の 選定及び標準据え付け例 

据え付けについでは、乂災予防条例、電気設備に関する技術薑準などを令の養準か‘あります。工事説明書（工事編） 
の「特にを意しでいただきたいこと（ををのために必すお守りください） J をお読みになり、販売店又は据え付け業 
者とよくご相談ください。また、 I ■標準据え巧け例」についでは、下図を参照しでください。 

標準据え付け例 


ス!-ーブの据え付けは下図を満足させる位置に取り付けでください。 

























•遮熱おの取付方法 

1. 前面ガードを取りはすします。 

図の①部を持ち上げで□ッド下側をおさ、 
巧に⑤部を下げで□ッド上側を抜くと、 

⑤前面乃ードび字前に回転しではずれます。 

2. 遮熱板を取り巧けます。 

取りはける□ッドのに置（下から8本目と 
10本目）と中必を確認し、□ッドをかし 
押しなびら遮熱板をはめ化みます。 

ほラろラ如王を痛めますので、ロッドの 
巧し過ぎに注意しでください。 


3. 前面ガードを取り付けます。 

はすした時とは逆のま順で、□ッド上側 
から善込み、持ち上げで下側を達込みます。 

♦位置を間違えますと、遮熱の効栗か’得られません。 
正しく巧り巧けでください。 


S ゾに入つ 
でいること 
を確認する 



給排気筒を延長ず る場合のを意 

. •給排気筒を延長する場含は、 3 m 3 ffi びり下で取なけられる場所を遇定しでください。 

積雪地区におけるま意 


•積雪の多い地方では、積雪時に給排気筒び雪でふさびれないよラな取巧場所を選定しでください。 
また、風か’よどむような場巧では、排乃スを再度吸い込んで不完を燃焼を起こすことびありまず。 

据え付け後の確認 


据え巧けび終わりましたら、ちラー度、工事説明書（工事編）の「特に注意しでいただきたいこと（安全のために必 
すお守りください） J をお読みになり、工事説明書（工事編）に記載されでいるとおり据えげけられでいるかどラか 
を確認しでください。 

遮熱板の取付方法 


•遮熱板はストーブ前面の巧面の温度上昇を防ぐものでず。 

熱に弱い力一ぺットや床の上で長時間使用すると、変色したりそり返ることびあ 
りまず。 

巧面の温度上昇が気になる場合、下図のよラに遮熱板を前面ガードに取り付けて 
<ださい。 
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下から W 本目 


下から8本目 

















5. 操作部の巧暖切換スイツチを r ス I -ーブ床暖」にたツトしでください。 

6. 操作部の床温調節ボタン「高お」を同時に5砂間巧し続けでください。 
♦循環ポンプび運転を開始します。 

(表示部の床暖表示部分か’点織します。） 


エアー巧きバルフ 
を開のとき 

、開の時：窗び横 ■ 



■循環液の給水方法 

1. 給水前(こエアー抜きバルブびを開になつでいることを確認しでくださし、。 
(工場出荷時には開いであります。） 

必す全開にしでください。 

2. ス1ブ左側面の給が□扉を開き、給水ガイドを取り出しでください。 

3. シスターンタンクのキヤップをはずし、給水ガイドを取りがけ、水位計の規定 
水位(上限水位)まで循環か(コ□ナ床暖房巧循環液)を入れでください。 


4. 運輯スイツチか T 祝」になつでいることを確認して<ださい。 


1 . 器具の左背面にある往きと戻り両方の温かジョイントのコックを「開」にしで 
ください。 

♦2 回路配管の場合は、項目7、8を1回路すつおこなってください。 

8. シスターンタンクの水位か‘下びり始めますので上限水位まで循環液を給水し 
でください。 

(シスターンタンクの水位び下がらなくなるまで給がを続けでください。） 

•温か配管施工などの関係で、 エアー おきバルブでは エアーび おけさらない 
場含は、巧のち法があります。 

'温水往き□のコックを「閱」にしで温水配管接続をはすし、コックを開 
いで循環かを少しずつ流し、エアーを扱く 
、(循環液がこぼれないよラに容器を巧意しでください。） 

9. シスターンタンクのか位び下びらなくなったら循環液の給水は終3です。 

給か方イドをはずし、キヤップを確実に締め込んでから給水ガイドを元に戻 
しでください。 



コック開のとぎ1 



間のとき:窗ぴお J 





試運転 

試運転は販売店または据巧業着とごいっしょに必すおこなってください。 

.■運斬準備 

• 松を意1 電源プラグをコンたントに根元まで砲実に差しこんでください。 
•油タンクに給ミ由し、送ミを経路の空気おぎをしでください。 

参送油経路やストーブより油ちれびないか確認しでください。 

♦配管透中にバルブなどびある場合じは、全開にしでください。 

•定ミを面器をたットしでください。定ミ由面器の它ット8ページ） 
•タイマー運輯になっでいませんか。 














10 •エアー抜ぎバルブを r 閱」にしでください。 

参循環ポンプの運転音カタ静かになります。 

11•温水配管経路に、水をれのないことを確認しでください。 

参運輯の違中で床暖パネル等に化ちれか’あった場さは、操た部の床暖切換ス 
イジチを「ストーブ単独」にしでください。循環ポンプび停止します。 

(表示部の床暖表示部分は点滅したままでず。） 

ふたたび運転を開始する時は床暖祝換スイツチを r ストーブ I 禾暖」にしでく 
ださい。 


12.異常のないことを確認したら完3ですので操た部の床温調節ボタン r 高」「お J 
を同時に押しでください。循環ポンプび停止します。 

(表示部の巧暖表示部分び消なします。） 


■運転 

参運転は、ストーブ床暖房運転でおこない、正帯に運転することを確かめでください。[|胃^,; 


1. 運転スイッチを巧しで「入 J にしでください。 

参 r 点义します」の音声と同時に点义表示「点义します」び点巧します。 

♦ 「ごミま意 I 初めでお使いになるときは、耐熱蜜料などが焼けで煙と臭いびで 

ます。窓をあけで部屋の換気をしてください。 

♦約2分を、点火表示が消阿し、燃焼表示び点なします。 

2. 温水配管経路に化ちれのないことを確認しでください。 

3. 異常びなければ火で調節つまみを「微か J 〜「大」に設定しでください。し 
ばらくしで耐爱パネルが暖かくなることを確認しでください。 

•炎の状態は、青い炎の中にいくら力、の黄をいお（巧乂）カタ混じってち異常 
ではありません。 

4. 2回路配管の部屋配管）の場合は A 回路，巨回路のそれぞれ温か往ぎ□•温 
水戻り□び間違いなく配管されでいることを確認しでください。 


中,巷 
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ストーブ床暖房運転 


寺動乂力調節 
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■消乂の手順 


ストーブ'床暖房運輯 


参運韶スイツチを巧しでけり J にしでください。 

r 消义します」の音声と同時に燃焼表示び消！なし、消义表示「消义します」 
び点なします。 

♦消义後は本体の部か’冷却するまで送風-循環を継続し、約10分後に巧流 
用送風機、循環ポンプび停止します。 



•正常運輯しない場合は、21〜22ぺージ r 故障.異窜の見分けちと赃置ち法 J を参照しでください。 

♦保守•点検•長期間の保管などのために循環水を振く場含は、エアー扱きバルブを開いでおこない、エアー 
おさ配管のがのが水をしでください。 

参長期間の保管後、再び設置する場合ち「試運転」のま順にしたびい試運輯をおこなってください。 


— > t — 
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